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1.　はじめに

Project PLATEAU（プラトー）は，国土交通
省が産学官のさまざまなプレイヤーと連携して推
進する，日本全国の都市デジタルツイン実現プロ
ジェクトである。Society 5.0 を実現する技術の一
つとして，2020 年度より日本全国の 3D 都市モ
デルの整備・活用・オープンデータ化を進めてき
ており，2023 年度末時点で全国約 200 都市の 3D
都市モデルを整備し，官民で 100 を超えるさまざ
まなユースケースを生み出している（図－ 1）。

2.　3D都市モデルとは何か

PLATEAU では，都市のデジタルツインを実
現するための基盤として標準データモデルを策定
している。

PLATEAU が採用する 3D 都市モデルは，単
なる「都市空間の 3D モデル」ではない。データ
フォーマットとしては地理空間情報の国際標準化
団体である OGC（Open Geospatial Consortium）
が定めている CityGML 2.0 というオープンフォ
ーマットを採用しており，グローバルな流通性や
ソフトウェアのネイティブ対応を確保している。
なお，EU やシンガポール，アメリカ等の諸外国

日本全国の都市デジタルツイン
実現プロジェクト PLATEAU
−プロジェクト開始から 5年目を迎えて−

国土交通省 都市局 国際・デジタル政策課 デジタル情報活用推進室

図－ 1　PLATEAUの 3D都市モデル
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においても CityGML が都市空間のデジタルツイ
ンの標準モデルとして採用されている。

また，データモデルとしても，CityGML に準
拠した PLATEAU の 3D 都市モデルは一般的な

「都市空間の 3D モデル」とは大きく異なる。
第一に，PLATEAU の 3D 都市モデルはデータ・

トラストを重視し，全国で統一されたデータ品質
を確保している。前述の CityGML 形式を採用し
た標準仕様によってデータ規格が正規化され，論
理一貫性や位置正確度，位相一貫性等，ジオメト
リ（形状情報）とセマンティクス（意味情報）の
両面にわたり，測量基準や国際基準に従った品質
管理を受けたデータとして作成・提供されてい
る。特に，測量法に基づく地図情報としての正確
性が担保されていることは，さまざまなソリュー
ションで活用する上で非常に重要となる。

第二に，PLATEAU の 3D 都市モデルはさまざ
まな意味でオープンなデータである。CC BY4.0
等の完全なオープンライセンスを採用したオープ
ンデータとして提供されていることに加え，オー
プンフォーマットによる標準化や，技術者コミュ
ニティの成熟によるナレッジのオープン化，関連
ソフトウェアの OSS 化等，誰にでも開かれたデ
ータの開発環境を構築している。この性質によっ
て，PLATEAU は GIS 分野のみならず，建築・設
計，ゲームエンジン，XR（クロスリアリティ），
モビリティ等さまざまな技術分野と結合すること
が可能となっており，多様なソリューションの創
出につながっている。

第三に，PLATEAU の 3D 都市モデルは構造

化された地理空間情報として提供されている（図
－ 2）。従来の一般的な 3D モデルは，いわゆる

「幾何形状」（カタチ）を CAD ソフトや CG ソフ
トで作成した「ジオメトリモデル」と呼ばれるデ
ータである。ジオメトリモデルは，形状情報を持
つが，それが人間にとってどういう意味を持つ形
状なのか（属性情報）は保持していない。これに
対し，3D 都市モデルは，立体や面，線といった
幾何形状に座標情報を付与し，これらの集合を

「建物」，「壁」，「屋根」等のオブジェクト（地物）
として定義する。さらに，地物単位で「用途」，「構
造」，「築年」，「災害リスク」，「材質」といった属
性情報を紐づけてコーディングされている。この
ように形状情報のみならず属性情報を有すること
から，3D 都市モデルをさまざまなシミュレーシ
ョンやアプリ開発に活用することが可能である。

なお，PLATEAU では建築物モデルをはじめ
として，建築物，地下街，橋梁，植生，交通（道
路），都市設備など 20 種の地物に関して標準仕様
を定めている（図－ 3）。これらは毎年のデータ
整備や後述するベストプラクティス創出の過程で
得られたデータ仕様に関する知見を反映する形で
更新しており，今後も都市空間の地物の網羅性向
上及び最適化に取り組む。

3.　多様なソリューション

PLATEAU の 3D 都市モデルという先進的な
データを我が国全体に普及させていくために，国

図－ 2　3D都市モデル ジオメトリとセマンティクスの結合

構造化されていないメッシュデータ 建築物 LOD3 はドアや窓が構造化
※ LOD（Level of Detail）：詳細度

建築物や⼟地に関するさまざまな属性情報が付加
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土交通省では，民間企業や大学と協業すること
で，まちづくりや防災・防犯，地域活性化・観光，
モビリティ・ロボティクス，環境・エネルギー，
インフラ管理等，さまざまな分野における 3D 都
市モデルを活用したソリューションを生み出し，
ベストプラクティスを創出してきた（図－ 4）。
さらに，これを地域に実装するため，地方公共団
体等と連携した横展開を進めている。

ここでは，このユースケースの事例として「ヒ
ートアイランド・シミュレーション」と「地下埋
設物データを活用した都市開発の DX」の二つを
紹介する。

【事例 1】ヒートアイランド・シミュレーション
2022 年度に実施した本ユースケースでは，

PLATEAU のデータと汎用の熱流体解析ソフト
ウェアを活用し，東京都千代田区大手町・丸の
内・有楽町地区において，複数のヒートアイラン
ド抑制施策（街路樹による緑化，車道の遮熱性舗
装，歩道の保水性舗装，ドライ型ミスト）を実施
した場合の気温や建物表面温度の低減効果をシミ
ュレーションした（図－ 5）。

シミュレーションに PLATEAU のデータを用
いることにより，都市スケールの環境設定コスト
及び作業時間の削減や，属性情報の活用によるオ
フィスビル等の建物用途を考慮した建物の排熱条
件の精緻化といった効果があることが検証でき
た。また，シミュレーションの結果を 3D 都市モ
デルに重畳して表示することで，視覚的に理解し
やすくなる。

図－ 3　3D都市モデルの地物の一例

図－ 4　官民の多様な分野でデジタルツインを活用したソリューションを創出
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今後，植生情報や道路舗装種別を 3D 都市モデ
ルに反映することで，日光の反射や吸収率の設定
が容易にできるようになり，シミュレーション精
度のさらなる向上が見込まれる。

【事例 2】  地下埋設物データを活用した都市開発
の DX

本ユースケースは 2023 年度に実施した事例で
ある。多岐にわたる官民のインフラ事業者がそれ
ぞれに仕様，規格を定めて保有する電力やガス，
下水道等の地下埋設物に関する情報を PLATEAU
が定める地下埋設物モデルの標準仕様に則り，三
次元 GIS データとして整備した。さらに，標準
化したデータを活用し，開発行為による地下イン
フラへの影響確認や BIM モデルとの統合設計が
可能な建設設計支援システムを開発することで，

都市開発検討や地下インフラの維持管理業務を効
率化できるか検証した（図－ 6）。

デベロッパーや設計会社，インフラ事業者を対
象とした実証実験では，地下埋設物の位置関係の
把握，建設計画の精度向上，関係者間の事前協議
に要する時間短縮という観点で有用であるとの評
価を得た。一方で，地下街等のデータカバレッジ
拡大やデータ更新スキームの必要性が明らかに 
なった。

今後，データ更新支援システムの開発等を中心
に，本ユースケースで開発したシステムの有用性
を高めるよう検討を進める。

この他にも PLATEAU が開発したユースケー
スは，その全てをウェブサイトに掲載されている
レ ポ ー ト や 記 事 で 閲 覧 す る こ と が で き る

（https://www.mlit.go.jp/plateau/use-case/）。

図－ 5　3D都市モデルを活用したシミュレーションの結果

図－ 6　3D表示した地下埋設物モデル
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4.　コミュニティ形成

3D 都市モデルを活用したイノベーション創出
のため，PLATEAU ではコミュニティ形成に注
力してきた。オープンデータのポテンシャルを引
き出し，新たなソリューションを生み出していく
ためには，さまざまな分野のエンジニアやプラン
ナー，デザイナー等を巻き込んだ開発者コミュニ
ティが必要となる。このため，開発コンペである

「PLATEAU AWARD」や，ハッカソンである
「PLATEAU Hack Challenge」等，さまざまな角
度から 3D 都市モデルを活用したサービスの開発
ケイパビリティを高めるコミュニティ形成施策を
実施している。さらに，開発環境を整備するため
のさまざまなツールを開発し，これらを OSS と
して提供している。

これらの取り組みは，プロジェクトがスタート
した 2020 年から現在に至るまで一貫して行われ
ている。2020 年当初は，3D 都市モデルや CityGML
というデータ自体のハンドリングナレッジが我が
国にほとんど存在しなかったため，イベント参加
者もアプリ開発に相当苦労していた。しかし，現
在においては SNS 等のインターネット上にさまざ
まな 3D 都市モデルのハンドリング技術が集積し
ており，PLATEAU を利用したサービスを提供す
る企業も珍しくなくなった。各年度のコミュニティ
施策の集大成として開催する PLATEAU AWARD
においても，応募された多数のアプリやシステ
ム，コンテンツは 2022 年度のものよりハイレベ

ルになっており，PLATEAU コミュニティの着
実な成熟を感じられることとなった（写真－ 1）。

5.　おわりに

PLATEAU は，スタートからわずか 4 年間で
標準仕様書の策定・更新，モデルの効率的な整備
に関する技術開発，データの利用環境の整備やソ
リューションの開発など，3D 都市モデルの可能
性を大きく引き出してきており，ビジネス領域や
地方公共団体や自治体での利用が拡大している。

今後の PLATEAU は「実証から実装」へとフ
ェーズを移行し，3D 都市モデルを活用したソリ
ューションの社会実装を実現するため，国のみな
らず，企業，大学，地方公共団体，コミュニティ
等，多様な主体が 3D 都市モデルの整備・活用・
オープンデータ化の取り組みにコミットするエコ
システムを構築していく。そのための産学官連携
プ ラ ッ ト フ ォ ー ム と し て，2023 年 12 月 に は

「PLATEAU コンソーシアム」（正式名称：3D 都市
モデルの整備・活用・オープンデータ化促進に関
する産学官連携協議会）を設立した。エコシステ
ムの構築と都市デジタルツインの社会実装を着実
に推進し多様な領域で新たな価値を生み出すこと
を目指し，引き続き強力に取り組みを進めていく。

さらには我が国で培った 3D 都市モデル，デジ
タルツインに係るナレッジを諸外国に発信，展開
し，国際協力及び本邦技術ホルダーの海外進出を
促進していく予定である。

写真－ 1　PLATEAU AWARD
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